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【法的根拠】
日本国憲法
教育基本法
学校教育法
学習指導要領

学校の教育目標  『自ら育つ』
一、　ものごとを正しく深く考え想像力の富んだ人になる(学
習)
一、　健康なからだで豊かな心情の人になる(心身)
一、　思いやりの心をもち進んで協力する人になる(協調)

【地域の実情】
【学校の実情】
【生徒の実態】
【教師の願い】
【保護者の願い】

本校の道徳教育の重点目標
よりよく生きるの基盤となる道徳性を養うために、本校では以下を重点目標とする。
・豊かな心をもち、生命の大切さを理解する。
・生き方について考えを深め、人権尊重の精神を培う。

各学年の指導の重点

各教科 特別の教科　道徳 特別活動

総合的な学習の時間

第１学年
・進んで学習する生徒に育てる。

・礼儀正しく実行力のある生徒に育てる。

・体力づくりに励む生徒に育てる。

・思いやりのある生徒に育てる。

第２学年
・自ら考え進んで行動できる生徒に育てる。

・心と体を鍛え、けじめのある生徒に育てる。

・目標を見つめ、しっかり学習できる生徒に育

てる。

環境整備 推進体制生活指導 家庭・地域との連携

第３学年
・進路を見通し、自ら進んで学習できる 生徒

に育てる。

・豊かな心を持ち、主体的に行動し、たくまし

く生きることのできる生徒に育てる。

国語
伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を

養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深

め国語を尊重する態度を育てる。

社会
我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を深め、

国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の

形成者として必要な公民的資質を養う。

外国語
言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。

美術
美術を愛好する心情を育て、感性を豊かに

し、美術文化についての理解を深め、豊か
な情操を養う。

音楽
音楽を愛好する心情を育て、音楽文化につ

いての理解を深め、豊かな情操を養う。

数学
数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、それ

らを活用して考えたり判断したりしようとする態度

を育てる。

理科
自然の事物・現象を調べる活動を通して自然と人

間との関わりを認識させ、生命を尊重し、自然環

境の保全に寄与する態度を育てる。

保健体育
健康の保持増進のため実践力の育成と体力の向

上を図り、明るく豊かな生活を営む態度を育てる。

技術・家庭
生活と技術について理解を深め、進んで生活を工

夫し想像する能力と実践的な態度を育てる。

学級活動
思いやりの心をもち、生徒同士が信頼関係を築

き、充実した学校生活を目指す。

学校行事
リーダーを育成し、リーダーを中心として生徒一

人一人が役割をもつことで、集団の中の一員であ

るという自覚を深め、生徒が主体の行事の実施

に努める。

生徒会活動
主体的・意欲的に委員会活動や生徒会行事に取

り組み、よりよい学校の実現を目指すことで社会

性・公共心を身につけさせる。

各学年の重点内容項目

１年
・規則正しい生活習慣を身につけさせ、心身の
健康増進を図る。
・礼儀正しく実行力のある生徒に育てる。
・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の
生命を尊重する態度の育成。
・集団の意義の理解と役割の責任を自覚を図る。

２年
・自己を見つめ、個性を伸ばし充実した生き方を
追求しようとする態度の育成。
・人と人とのかかわり合いの中で生きていること
を感じ、思いやりの心で人と接しようとする心情
の育成。
・自然を愛し、美しいものに感動する豊かな心の
育成。
・勤労の尊さや意義を理解し、公共の福祉と社
会の発展に努める。

３年
・理想の実現を目指して自己の人生を切り拓く態
度の育成。
・多くの人々の善意や支えに感謝しそれにこたえ
ようとする実践力の育成。
・人間の弱さの克服する強さや気高さを信じ、生
きる喜びを見出す。
・日本人としての自覚をもつとともに、国際理解
と人類愛を育成する。

指導方針
・各学年の重点内容項目と生徒の発達段階に
即して道徳的価値に基づいた人間としての生き
方についての自覚を深める学習活動を行う。
・よりよい生き方について、教師と生徒及び生徒
同士が互いに語り合う学級での温かな心の交
流を行うことで学級の人間関係をより一層確か
なものにしていく。

指導の工夫
・各教科・総合的な学習の時間・特別活動など
他の教育活動との連携を密にし、それぞれの活

動を補充・深化・統合できるよう資料選択を行う。
・生徒同士の言語活動を通し、語り合いを充実
させ豊かな心の育成を図る。

環境整備
・教室の清掃活動やグリーンボ
ランティア、校内の生徒作品の
展示を通して、奉仕の精神を養
うと共に豊かな心の育成を図る。

推進体制
・道徳教育推進教師を位置付け、指
導計画をもとに各学年の道徳担当と
連携をとり道徳の時間及び道徳教育
全体の推進を図る。

生活指導
・礼儀やルール、思いやりと感謝の心
を大切にし、教師と生徒及び生徒相
互の信頼関係を築きながら、社会性
を身につけさせる。

家庭・地域との連携
・授業や行事の公開を通して
学校内の様子を公開すると共
に、美化活動を通して地域を
愛し、貢献する道徳的実践力
を養う。

読書科
豊かな心情を育み、生涯にわたって主体的に学

び続けようとする態度を養う。

・食育を通して、自己の健康につい
て意識を高め、よりよい生活習慣
を身につけさせる。
・人とのかかわりの中で、コミュニ
ケーション能力を高め、集団の中
の自分を自覚し、よりよく生きる力
を育成する。
・職場体験を通して、勤労の尊さや
意義を理解し、社会に貢献しようと
する態度を育成する。
・2学年の林間学校では、農作業
体験を通して、自然の美しさに感
動する豊かな心を醸成する。
・京都・奈良の調べ学習を通して日
本の文化や歴史を学ぶとともに、
国際社会の一員である自覚を高め
る。


